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論 文 内 容 の 要 旨
日本人において出現頻度が高い樋状根管は，根管口部での水平断でアルファベットC型を呈する特殊な形態に加
え，根管口から根尖孔に至るまで多様な分岐や合流を示すことから，歯内療法の難度が高いとされている。従来の拡大
形成の評価には根管形態が統一されていない抜去歯が用いられていたが，本研究では，単根管性樋状根管を有するヒト
抜去歯の三次元画像データから同一形態の根管模型ブロックを作製し，切削動作が異なる４種の拡大形成器具：stain-
less steel K-files（SSK：手動円周ファイリング），Self-Adjusting Files（SAF：機械的上下振幅運動），ProTaper NEXT
（PTN：機械的連続回転運動），RECIPROC（REC：機械的反復回転運動）における拡大形成の評価を行った。拡大形
成前後のマイクロCT画像から，各群における根管壁切削表面積，切削表面積の割合，切削部位，切削量，拡大形成時
間を計測・評価し，以下の結果を得た。
１．根管壁切削表面積，切削表面積の割合，切削量は，いずれも SSK＞SAF＞PTN＞RECの順で有意に大きかっ
た。
２．拡大形成時間は，SAF＞SSK＞PTN＞RECの順で有意に長かった。
３．SSKの円周ファイリングが最も広い根管壁切削域を示し，SAFの機械的上下振幅運動による切削がこれに次い
だ。
４．PTNと RECは，根管壁切削域がファイルの回転軸付近に集中していた。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，同一形態の根管模型ブロックを用いた単根管性樋状根管に対して，拡大形成器具の切削動作の違いから評
価を行ったものである。その結果，根管の形態と器具の特徴を正しく把握し，選択することが，最良の根管治療を達成
するために重要であることを明らかにした。これらの知見は，樋状根管に限らずすべての根管拡大形成に際して考慮す
べき貴重な情報を提供しており，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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